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す ぐ れ も の を ゲ ッ ト し よ う ！

新製品の発表が相次ぐハードディスクレコーダ

ーだが、NECの「AX10」はこうした製品の中で

も際立った個性を持った新しいコンセプトの製

品だ。AX10は単体で動作するハードディスクレ

コーダーとしても使えるが、イーサネットでネット

ワークに接続すれば、パソコンで番組を見たり

予約したりといった操作も可能となる。本当の

意味で使える「ネットワーク家電」の第1号と言

ってもいいだろう。

ハードディスクレコーダーとして見ても、AX10の

性能はかなり高い。80GBのハードディスクを内

蔵し、標準画質（4Mbps）では約40時間まで録

画が可能だ。また、チューナーにはゴーストリデ

ューサーやデジタルノイズリダクションを搭載し

ているため、画質もかなり良好だ。実際にゴー

ストリデューサー機能をON/OFFして同じ番組

を録画してみると、その効果ははっきりとわかる。

MPEG-2のようなデジタル録画では、ソースと

なる映像をいかにアナログ処理できれいにして

おくかが重要であるかということが実感できるは

ずだ。また、電子番組表（ADAMS-EPG）にも対

応しているので、録画予約もスムーズだ。

ネットワークにはイーサネットで接続し、標準設

定ではDHCPでIPアドレスを自動で取得する。

ブロードバンドルーターのある家ならば、ネット

ワークまわりの設定はまったく必要ない。パソ

コンに付属ソフトの「SmartVision/PLAYER」を

インストールすると、自動的にネットワーク上の

AX10を検出する。

SmartVision/PLAYERで可能となるのは、

・放送中の番組の視聴

・録画した番組の視聴

・録画予約

・録画した番組の映像編集

の4点だ。つまり、AX10をリビングに置いて、

テレビを自室のパソコンで見るといった使い方

が可能になる。放送中の番組の場合はMPEG-

2データのままネットワークを流れるため、標準

画質の4Mbpsでは無線LAN経由で視聴するの

はやや困難だが、2Mbps程度までレートを落と

せば十分に見ることができた。また、録画した

番組の場合には、よりビットレートの低いMPEG-

4での視聴も可能となる。

さらに、録画した番組はデータとしてパソコンに

コピーでき、編集も可能だ。パソコンにDVD-R

ドライブがあれば、そのままDVD-Videoとして

保存もできる。パソコンの周辺機器としても、

AX10は極めて優秀な製品だ。

予想店頭価格は約10万円。単なるハードディ

スクレコーダーとしてだけでなく、パソコンとも連

動して操作できるという点で、この冬の新製品

の中では断然イチオシの製品だ。 （編集部）

高機能チューナー搭載のハードディスク

レコーダーとして単品でもおすすめ。パ

ソコンもテレビもヘビーに使う人なら迷

わず購入したい。

オススメ度

SmartVision/PLAYERでAX10に接続したところ。映
像データはパソコンへのコピーも可能。

ネットワークにつながりパソコンと連携する
新世代録画サーバー

NEC AX10

発売元 日本電気株式会社
発売日／価格 11月28日／オープン価格（直販予約価格99,800円）
サイズ／重量 幅430×奥行き280×高さ68mm（脚部含む）／約5.3kg
ハードディスク容量 80GB
録画時間 長時間モード約76時間／標準画質モード約40時間／高画質モード約20時間
受信チャンネル VHF（1～12ch）、UHF（13～62ch）、地上波データ放送（ADAMS-EPG）
高画質機能 ゴーストリデューサ、3次元Y/C分離、デジタルノイズリダクション、タイムベースコ

レクター
映像・音声入出力端子 入力2、出力1（S/コンポジット、ステレオ音声）
ネットワーク端子 100BASE-TX／10BASE-T
対応OS ウィンドウズMe/XP（付属ソフトウェア「SmartVision/PLAYER」）
参考URL 121ware.com

問い合わせ先 0120-977-121

ハードディスクレコーダー

（本体タブレット部）

EPGを搭載しているため、番組のデータを常に参照で
き、録画予約もわかりやすい。
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エイジ オブ ミソロジー（Age Of Mythology）

は、リアルタイムストラテジーゲームの傑作と

名高い「エイジオブエンパイア」シリーズの最

新作だ。リアルタイムストラテジーゲームとは、

操作をリアルタイムで行うシミュレーションゲ

ームの一種。戦局全体を見渡す冷静さと、緻

密な戦略が必要な人気ジャンルだ。

ゲームの基本は「富国強兵」で、物資や兵士が

潤沢にある国家が有利だ。とはいえ、のんびり

内政ばかりに注力して軍隊を配備し忘れると、

敵国に攻め込まれてあっという間にゲームオー

バー。このゲームではなによりスピードとバラ

ンスが要求されるのだ。戦闘もリアルタイムで

行われ、戦局の変化をみながら突撃や待機、

不利なときは撤退などを選択する。

ここまで書くと「非常に難しいゲーム」と思うか

もしれないが心配は無用だ。「チュートリアル」

を選択すれば、基本的な操作を覚えながらゲ

ームが楽しめる。さらに、コンピュータの強さ

や、自分の同盟軍の数を自由に設定できるの

で、コンピュータを弱くして自分の同盟軍を多

くするなど、自分に有利に設定すればじっくり

と操作の練習ができる。

おもなゲームモードは、コンピュータと対戦す

る「シングルプレイヤー」、シナリオを順番にク

リアする「キャンペーン」、人間を相手に対戦

する「マルチプレイヤー」の3つ。シングルプレ

イヤーやキャンペーンもおもしろいが、もっと

も燃えるのは人間が相手のマルチプレイヤー

だ。マルチプレイヤーは、LANかインターネッ

ト経由で接続した相手と対戦できる。まずは、

友達を誘って同盟を組み、コンピュータ相手に

練習するといいだろう。

エイジ オブ エンパイアシリーズは、ゲームに

熱中するあまり、会社をクビになったり大学を

留年したりする人まで出した名作シリーズ。エ

イジ オブ ミソロジーも、まったく期待を裏切

らないでき映えだ。ダラダラとビデオを見て過

ごすお正月もよいが、エイジ オブ ミソロジー

にハマってみてはどうだろうか。 （編集部）

エイジ オブ エンパイアが
神話を舞台にしてパワーアップ
今回もハマること間違いなし!!

エイジ オブ ミソロジー

リアルタイムストラテジーゲーム

マルチプレイヤーの参加人数が12人に

増え、さらに大規模な戦闘ができるよう

になった。キャンペーンのシナリオが全

部で35本になるなど、マルチプレイヤ

ー以外も強化されている。

オススメ度

発売元 マイクロソフト株式会社
発売日 12月13日
価格 オープン価格（推定小売価格：約9,800円）
対応OS ウィンドウズ98/Me/2000/XP
必要CPU ペンティアムIII 500MHz以上
必要メモリ 256Mバイト以上
ハードディスク容量 1.6Gバイト以上
参考URL www.microsoft.com/japan/games/aom/

問い合わせ先 03-5454-2300

ミノタウロスやケンタウルスなど、神話に出てくる
ユニットを操れる。

軍隊ユニットには、歩兵や騎馬隊、
投石機や船などのほか、モンスター
も登場する。攻撃に備え、都市を城
壁で囲って防御できる。
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WN-B11/LANは、ユーティリティーで動作モー

ドを切り替えることで、アクセスポイントかク

ライアントとして動作させられるIEEE 802.11b

（802.11b）準拠の無線LAN機器だ。TCP/IPを

使った通信で10BASE-T対応のLANポートを

持つ機器ならOSなどを問わずに対応するが、

設定ユーティリティーはウィンドウズのみの対

応となっている。

設置方法は、据え置きのほか同梱のパーツを

使って壁に掛けられるなど、設置場所によって

選択できるようになっている。アンテナの角度

を調節できるようになっており、据え置きでも

壁掛けでもアンテナの性能を十分に発揮でき

る（右下写真）。

有線LANのインターフェイスは、転送速度が

10Mbpsの10BASE-Tを採用している。現在で

は、ほとんどの通信機器が100Mbpsでの転送

が可能な100BASE-TXを採用しているが、

802.11bの実効速度は4Mbps前後のため、

10BASE-Tでも問題ないだろう。

WN-B11/LANのIPアドレスは、初期設定では

「192.168.0.201」に設定されている。多くのル

ーターは、ネットワークアドレスを「192.168.0.0」

に設定しているため、WN-B11/LANのIPアド

レスを変更する必要はないだろう。ただし、す

でにIPアドレスが使われているときや、ネット

ワ ー ク ア ド レ ス が

「192.168.1.0」のような場

合は、WN-B11/LANのIP

アドレスを変更する必要

がある。変更の方法はマ

ニュアルに記載されてい

るものの、ネットワーク

の技術に詳しくない人に

はかなりハードルの高い

作業となる。

アクセスポイントとしてWN-B11/LANを評価す

ると、通信チャンネルの選択、ESS-IDの変更、

64ビットと128ビットのWEP対応、無線LANカ

ードのMACアドレスによる接続制限など、一

通りの機能を備えている。残念な点は、ESS-

IDが「ANY」のクライアントの接続を拒否する

機能がない点と、アクセスポイントのESS-ID

を隠す機能がない点だ。競合する製品である、

プラネックスの「GW-AP11H」ではこれらに対

応しており、ファームウェアのアップデートによ

る機能の拡張に期待したい。

同じ価格帯の「GW-AP11H」と比較すると、セ

キュリティーでは劣る点があるものの、クライ

アントとして利用できる機能が特徴となってい

る。将来ネットワーク構成を変更する予定のあ

るユーザーに便利な製品だろう。 （編集部）

アクセスポイントでも
クライアントでも使える
1台2役の無線LAN製品

WN-B11/LAN

発売元 株式会社アイ・オー・データ機器
発売日／価格 10月末／オープン価格（実売価格：約1万2,000円）
サイズ／重量 72（W）×23（H）×102（D）mm／約80グラム
対応OS 10BASE-T対応で、TCP/IP通信が行える機器
インターフェイス 10BASE-T
通信規格 IEEE 802.11b
対応暗号化方式 WEP64ビット、128ビット
付属品 ユーティリティーCD-ROM、ACアダプター、LANクロスケーブルなど
参考URL www.iodata.co.jp/products/plant/2002/wn-b11lan.htm

問い合わせ先 ご購入相談窓口　03-4288-1039

IEEE 802.11bアクセスポイント、クライアント

アンテナの角度は自由に調節できるようになっている。

アクセスポイントとクライアントの両方

に対応しているので、LAN構成が変化し

ても柔軟に対応できる。アクセスポイン

トを隠す機能など、セキュリティー機能

を強化してほしい。

オススメ度

設定ユーティリティーを使って、IPアドレスやESS-IDなどの設定を行う。

P80
へG
O !
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どこまでも速度にこだわるマイクロ総合研究所

から、ブロードバンドルーター「NetGenesis

SuperOPTAir」が発売された。これは、すでに

発売されている「NetGenesis SuperOPT90」

にIEEE802.11b対応の無線LAN機能を追加し

たもので、ニーズの高い無線とブロードバンド

の両方を1台で実現した。同社によると、

WAN/LANポート間のスループットは実測

90Mbpsで、PPPoE接続でも実測72Mbpsを達

成しており、現時点で家庭向け製品としては、最

速ルーターの1つに挙げられる。「OPT」のネー

ミングからもわかるように、Bフレッツなどの

100Mbpsレベルの回線に対応することを主眼

にした速度重視のルーターだ。他の機能は比較

的シンプルだが、LAN側に固定IPアドレスを割

り当てるunnumberedやLAN内の特定IPアド

レスに転送するDMZ機能を備えているので、固

定IPアドレスで自宅サーバーを置きたい場合に

も対応できる。もちろん、PPPoEやNAT＋IP

マスカレード、DHCPサーバー＆クライアント機

能、IPフィルタリングなどブロードバンドルータ

ーに必須な機能はすべて用意されている。

実際に速度を調べたところ、フレッツスクエアで

は、ウィンドウズXPの PPPoE 接続では

33.52Mbpsだったのが、このルーターを使うと

48.27Mbpsにスピードアップした。回線はBフ

レッツニューファミリータイプの100Mbpsだ。

72Mbpsという驚異的な数字ではなかったが、マ

シンがペンティアムⅢ600MHzとやや古いノー

トPCだったこと、設定をカスタマイズして高速

化しなかったこと、Bフレッツ回線の状態が時間

帯や場所によって異なることを考えると、よい値

だといえるだろう。ルーターを設置しただけでス

ピードアップするのは大きな魅力だ。また、ル

ーターを介した場合と直接サーバーと接続した

場合とでftpテストを行ったが、速度低下はわず

か。こちらも最速マシンの組み合わせならもっと

よい値が得られそうだ。

ただ、実際のプロバイダーとの接続ではこれだ

けの値が出ることはない。ウェブページの表示

はわずかに速くなるが、体感速度はあまり変わ

らない。通常の使用環境で「72Mbps」を実感す

るには、高速なPC、できのいいネットワークカ

ード、スループットの高いプロバイダーなど条件

が揃っている必要がある。少しでも高速化した

い場合やサーバーを立ち上げる場合などに利

用するのがいいだろう。ただ、無線LANも標準

で付いている点も含めて考えれば、価格は決し

て高くない。将来に備えて高速なルーターを選

択するという考え方もできる。10Mbps以上の

回線を利用するユーザーは購入を検討する価

値があるルーターだ。 （梅垣まさひろ）

PPPoEスループット実測72Mbps
無線LAN対応の
高速ブロードバンドルーター

NetGenesis SuperOPTAir

発売元 株式会社マイクロ総合研究所
価格 オープンプライス（オンラインショップ価格31,800円）
対応回線 光、xDSL、CATV
CPU SH-4/240MHz
WAN側インタフェース 10BASE-T/100BASE-TX 
LAN側インタフェース 10BASE-T/100BASE-TX AUTO MDI/MDI-X対応、スイッチングハブ4ポート
無線LAN機能 IEEE 802.11b準拠、WEP128ビット対応
ルーター機能 NAT＋IPマスカレード、PPPoE、unnumbered対応、SYSLOG、SNTP、DHCP

クライアント＆サーバー
本体寸法/重量 幅43×奥行き144×高さ163ｍｍ/約380g
付属品 11Mbps対応無線LANカード、LANケーブル、ACアダプターなど
参考URL www.mrl.co.jp/catalog/nw/mr-nwgoptair.htm

問い合わせ先 コンシューマ営業部 03-3458-9021

無線ブロードバンドルーター

速度がウリという点がポイントだ。スピ

ード重視なら迷わず買うべし。そうでな

いなら、他の選択肢もありそうだ。

オススメ度
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ウィンドウズXPのPPPoEとNetGenesisを使った場合
で、フレッツスクエアの速度テストを行った。PCはモバ
イルペンティアムⅢ600MHzのノートPCで、ネットワー
クパラメーターのチューニングはしていない。

NetGenesisのWAN側にFreeBSDサーバーを置き、約
100Mバイトのデータをftpコマンドでget/putしたとき
の5回の平均速度をグラフにした。サーバーと直接つな
いだ場合と比較してわずかな差が見られた。
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今月号の特集記事でも紹介しているように、家

庭向けにプリンター、スキャナー、カラーコピー、

ダイレクトプリントが付いた1台4役の複合機が

相次いで発売されている。さらに機能を増やす

としたら次はFAXだが、FAX付きになると価格

が跳ね上がり、ましてや家庭では購入する際の

選択肢に入れにくい傾向にあった。それが、ブ

ラザーから発売された「MFC-5200J」は実売で

5万円台を実現。しかもオプションのネットワー

クボードを加えることで簡単にLANに接続でき

るため、家庭からSOHO、中規模オフィスにま

で幅広く利用できる。

他の安価な複合機と異なる点として、標準で搭

載しているADF（原稿自動送り装置）がある。こ

のADFは、FAXやコピーだけでなくスキャナー

にも活用できる。フラットベッドのスキャナーだ

と原稿が複数ある場合にいちいち原稿を手動

で取り替えてそのつどスキャンをしなければなら

ないが、ADFがあればこの手間を省ける。また

ソートに対応したコピー機能でもADFは大いに

活躍する。

マイクロソフトワードなどを利用して文書や画像

を作成し、そのまま印刷する感覚でMFC-5200J

からFAXを送信できる「PC-FAX機能」も操作

が簡単だ。印刷するときのプリンター設定で、

「Brother PC-FAX」を選べば、電話のダイアル

画面が自動で立ち上がる（右上画面）。そこで

FAX番号を入力して「送信」をクリックする。受

信したFAXのデータをパソコンに直接取り込め

るので、必要なものだけを印刷できる。ただし、

PC-FAX機能の送受信はモノクロ文書になる。

ダイレクトプリント機能では、メモリースティック、

スマートメディア、コンパクトフラッシュの3つの

スロットを用意している。挿し込んだときにカチ

っというクリック感があまりなくカードが認識さ

れているかどうか不安になったが、インジケータ

ーランプの点灯と点滅で動作状況がわかるた

め、その心配もいらない。ダイレクトプリントは、

初めにインデックスプリントを印刷し、それを見

て必要な画像の番号をテンキーで入力する。ス

キャンした原稿をパソコンで表示しないで、その

ままスロットに挿し込んだカードに保存できる

「スキャン to カード」機能は、画像データの受

け渡しに便利だ（白黒原稿はTIFF、カラーは

PDFかJPEGかを選べる）。

機能的には満足のいく製品だが、難点はインク

ジェットプリンターの印字がきめ細かさに欠ける

点だ。モノクロの文章を普通紙に印刷したとき

に少しにじんでいるような印象を受ける。カラー

画像ではそれほど気にならない部分でも、これ

は残念。FAX付きでこの値段は文句なしだが、

家庭で使う場合にほかにFAXを持っているなら

ば、より安価な複合機で十分だろう。

（編集部）

FAX・コピー・スキャナー
ダイレクトプリントもできる
SOHO対応のデジタル複合機
マルチファンクションセンター
MFC-5200J

発売元 ブラザー工業株式会社
価格 79,800円（実売価格59,800円）
対応OS ウィンドウズ95/98/98SE/Me/XP、NT4.0/2000Pro、MacOS 8.6-9.2
インターフェイス 双方向パラレル/USB1.1（10/100BASE-TXオプション）
印字方式 カラーインクジェット
プリント解像度 最大2400×1200dpi
プリント速度 カラー最高16PPM、モノクロ最高20PPM（A4ドラフトモード出力時）
コピー解像度 最大1200×1200dpi
用紙サイズ A4/レター/B5/リーガル/A5/A6/L/2L/官製ハガキ/封筒など
本体寸法／質量 幅492×奥行き466×高さ378ｍｍ（突起部除く）/約13㎏（消耗品除く）
参考URL www.brother.co.jp

問い合わせ先 052-824-3097

プリンター複合機

本体のスキャンボタンを押すと、自動的に画像管理ソフ
トのPresto! PageManagerが立ち上がり、画像が表
示される。メールの添付用に、画像を直接変換すること
もできる。

家庭向けには画質がイマイチという気も

するが、SOHOクラスで利用するにはと

てもコストパフォーマンスのいい製品に

仕上がっている。

オススメ度

USB1.1とパラレルポートを持つ。
さらに、オプションで10/100BASE-TX
ネットワークボードを装着できる。

PC-FAX送信のダイアル画面。ワンタッチダイヤルや電
話帳も登録できる。作った文書や画像を印刷せずに、
そのままFAX送信できるのが魅力だ。
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SL-5000は、1枚でIEEE 802.11a（802.11a）

とIEEE 802.11b（802.11b）の両方に対応して

いるのが特徴の無線LANカードだ。802.11a

は、5ギガヘルツ帯の電波を使って最大

54Mbpsの通信ができる規格で、DVDレベル

のビットレートの高い動画の転送にも対応でき

る。広く普及している802.11bは2.4ギガヘル

ツ帯の電波を使うが、電子レンジや医療機器

と共用している周波数帯なので、ほかの機器

が使う電波が「ノイズ」となり、転送速度が落ち

ることがあった。802.11aが使う5ギガヘルツ

帯は、データ専用の周波数帯なので安定した

通信ができる。

実売価格は1万8,000円前後で、無線LANカー

ドの中では高めの価格設定だが、802.11a専

用のPCカードの実売価格が1万5,000円前後

であることを考えると、コストパフォーマンスは

非常に高いと言えるだろう。

暗号化通信は、無線LANで標準的に使われて

いる暗号方式WEPの64ビットと128ビットに

加え、152ビットに対応している。このほか、

128ビットの「OCB AES」（Offset CodeBook

Advanced Encryption Standard）にも対応し

ている。

アクセスポイントとの接続は、ウィンドウズXP

が標準で搭載する接続機能が使えるが、機能

と操作性が優れているので付属のユーティリテ

ィーを使いたい。

付属ユーティリティーの「通信状況」のタブを

選択すると、利用しているアクセスポイントの

IPアドレスとMACアドレス、電波強度、ESS-

ID、通信速度などが一覧できるので、通信状

態が一目で把握できる（下左画面）。さらに、「無

線ネット表示」のタブでは、利用できるアクセ

802.11aと802.11bに対応
アクセスポイントをアイコン表示する
ユーティリティーが便利

アイコムSL-5000

発売元 アイコム株式会社
発売日／価格 11月中旬／オープン価格（実売価格：約1万8,000円）
サイズ／重量 121（W）×11.4（H）×54（D）mm／約50グラム
対応OS ウィンドウズ98SE/Me/2000/XP
インターフェイス CardBusタイプII
通信規格 IEEE 802.11a／IEEE 802.11b
消費電力 400ミリアンペア
参考URL www.icom.co.jp/pc/seihin/SL-5000/

問い合わせ先 06-6795-1770

802.11a／802.11b対応無線LANカード

古くから無線機器を手掛けているアイコ

ムらしく、動作が安定した手堅い無線

LANカード。802.11a専用カードと大

差のない価格もすばらしい。

オススメ度

「通信状況」では、転送速度などが表示される。 アクセスポイントの一覧表示では、暗号化の状態まで
わかる。

スポイントがグラフィカルに表示される（下右

画面）。アクセスポイントへの接続は、利用し

たいアクセスポイントのアイコンを選択するだ

けだ。アイコンには、ESS-IDと電波強度、暗

号化の有無、通信チャンネルが表示されてい

るので、目的のアクセスポイントがすぐに発見

できるだろう。アクセスポイントの検索は自動

的に行われるが、しばらく待たないと目的のア

クセスポイントが表示されないことがあった。

手動でアクセスポイントを検索させる機能が欲

しいところだ。

連続して大容量のファイルを送受信してもフリ

ーズしないなど、ハードウェア、ソフトウェア共

に安定性が高く、価格も802.11a専用カードと

比べて遜色がない。無線LANに対応していな

いノートPCを使っているなら、ぜひ候補に挙

げたい製品だ。 （編集部）
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作成からアップロードまでが全自動
携帯電話用のページにも対応した
ホームページ作成の決定版
ホームページNinja 2003 
for Windows

発売元 株式会社アイフォー
発売日 12月13日
価格 標準パッケージ 6,800円

乗り換えパッケージ 3,800円
アカデミックパック 3,800円

対応OS ウィンドウズ98/Me/2000/XP
必要メモリー 64MB以上（128MB以上を推奨）
ハードディスク 250MB以上の空き容量（標準インストールの場合）
参考URL www.ifour.co.jp

問い合わせ先 03-5436-7850

ホームページ作成ソフト

「おまかせウィザード」の画面。作りたいページのテーマ
を選べば、基本構造はすぐにできあがる。

ページの全体構造はツリー状の図で確認でき、各ペー
ジを連動的に編集できる。

ウィザードに従って基本構成を造り、あ

とは文字や画像をはめ込んでいくだけ

で、誰でも簡単にホームページが作れる。

始めてホームページを作る人から、もっ

と楽にページを更新したい中級者まで、

多くの人におすすめの製品だ。

オススメ度

ホームページ作成ソフトも数多くあるが、「ホー

ムページNinja 2003」の特徴はなんと言って

もその手軽さにある。プロのデザイナーが使う

道具としてのソフトとしては物足りないかもし

れないが、これからホームページを作ってみた

いという人にこそオススメの製品だ。

起動すると、まず新規にホームページを作成す

るメニューとして、「おまかせウィザード」「携帯

電話用」「こだわりウィザード」といったボタン

が表示される。おまかせウィザードは、ジャン

ルとテーマを選んでレイアウトパターンやイメ

ージを選ぶだけで、ホームページの基本構造が

できてしまうものだ。「ファミリー」「ホビー／収

集」といったジャンルの中に、「育児」「玩具」「サ

ッカー」といった細かいテーマが150以上も用

意されており、さらにそれぞれについて10種類

以上のレイアウトが選べるようになっている。

これだけの種類があれば、「最初に作るホーム

ページ」としてはほとんどの人がこれだけで十

分に思い描いていたホームページが作れるだ

ろう。さらに、アンケートや更新情報などをペ

ージに追加できる「こだわりフォーム」のほか、

iモードやJ-スカイなどに対応した携帯電話用

のホームページ作成のウィザードも用意されて

おり、個人がホームページを作りたいという用

途をほぼカバーしている。

作ったホームページは、FTPで自動的にアップ

ロードされるが、すでに登録されている20社以

上のプロバイダーであれば、ユーザー名とパス

ワードを入力するだけでOKの簡単設定。既存

のHTMLファイルの読み込みも可能で、ページ

編集機能もカーソルアニメーションやステータ

スバーに表示される文字の変更など、中級者

以上のユーザーにとっても十分に豊富な機能

を備えている。このほかにも、デジカメで撮っ

た画像のサムネイル表示や取り込みを行うマ

ネージャー機能、ビデオ映像の取り込みや編集

が行える「VideoEditor」など、映像系のツール

も充実しているのも特徴だ。

ホームページNinjaは、誰でもすぐにホームペ

ージが作れるというコンセプトに基づいた製品

としてとてもよくできており、ホームページは作

りたいけれど知識はまったくないというユーザ

ーにもおすすめできる。あえてさらに要望があ

る点としては、せっかく多くのプロバイダーに

FTPが対応しているのだから、各プロバイダー

が用意している掲示板などのCGIに対応しても

らいたかったところだ。個人ページで扱うジャ

ンルはさまざまだが、その目的の多くは同じ趣

味の人とのコミュニケーションにあるはず。今

後は、そうした掲示板やチャットといったコミュ

ニケーション機能にまで対応してくれば、さらに

多くのユーザーのニーズを満たすことができる

のではないだろうか。 （編集部）
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AV機器の世界ブランド、ソニーの送り出す最

新のハードディスクレコーダー「CoCoon」は、

人とテレビとの付き合い方を変えてしまおうと

いう意欲的な製品だ。録画機として見れば、ハ

ードディスク容量が160GBとかなり大きい以外

には、EPG（電子番組表）対応、MPEG-2録画

といった基本的な部分は一般的な製品とそれ

ほど変わるわけではない。しかし、CoCoonの

最大の特徴は「ユーザーの好みを察知して、機

械が勝手に番組を録画しておいてくれる」とい

う点にある。つまり、自分専用の録画エージェ

ントとなってくれるのだ。

通常のビデオデッキなどと同様に、CoCoonも

買ってきて設置したら、まずは初期設定が必要

になる。時刻合わせ、地域に合わせたチャン

ネルの設定などは当然だが、この段階ですで

に「録画したいジャンルを指定」する画面が出

てくるのに驚かされるはずだ。ここで「映画」

「ドラマの新番組」「相撲」といったジャンルを

指定しておくと、EPGの番組データをもとに、

ユーザーが指定していない番組でもCoCoon

が録画をしておいてくれる「おまかせ・まる録」

という機能だ。1日にどの程度この機能で録画

するかの設定も可能だ。帰宅して、CoCoonを

立ち上げると「おすすめ番組」としてこれらが表

示される。ここでさらにおもしろいのは

「MYCAST」と呼ばれる機能だ。おすすめ番組

を再生すると「今回のおすすめはお楽しみいた

だけましたか？」という質問に「はい／いいえ」

で答えるウィンドウが開く。これに答えていく

ことや、ユーザーが録画予約をした番組をもと

に、「このユーザーはこういう番組が好みのよ

うだ」ということを判断することで、おすすめ録

画の精度を上げていく仕組みになっているの

だ。使い込むほどに、まさに自分専用の録画エ

ージェントとなっていくのが、CoCoonの最大の

特徴なのだ。しかも、テレビチューナーと

MPEG-2エンコーダーを2系統搭載しており、1

系統はこの「おすすめ録画」のために用意され

ている。ユーザーが現在見ているテレビとは

別に、おすすめ録画がバックグラウンドで行え

るようにするための、贅沢な設計となっている。

また、イーサネット端子を搭載しており、ネット

ワークに接続することで、専用コンテンツ「カ

モン！マイキャスター」へのアクセスが可能と

なり、パソコンや携帯電話を使った外出先から

の番組予約、新しいジャンルやキーワードの追

加、CoCoon本体のソフトウェアのバージョン

アップなどが可能となる。

ただし、このイーサネットはCoCoonがインタ

ーネットに接続するためだけに使われており、

家庭のLAN内のパソコンから番組の予約や視

聴といった使い方には対応していないのが残

念な点だ。 （編集部）

使う人に合わせて進化する
テレビをもっと楽しみたい人のための
パーソナル録画エージェント

ソニー CoCoon CSV-E77

発売元 ソニーマーケティング株式会社
発売日／価格 11月1日／オープン価格（実売価格約13万円）
サイズ／重量 幅430×奥行き360×高さ79mm（最大突起部含まず）／約6.5kg
ハードディスク容量 160GB（320GBに増設可能：59,800円）
録画時間 長時間モード約100時間／標準画質モード約50時間／高画質モード約35時間
受信チャンネル VHF（1～12ch）、UHF（13～62ch）、CATV（C13～C38）
高画質機能 3次元デジタルノイズリダクション
映像・音声入出力端子 入力2（S/コンポジット、ステレオ音声）、出力3（D1/S/コンポジット、ステレオ

音声）
ネットワーク端子 10BASE-T
参考URL www.sony.jp/products/Consumer/cocoon/CSV-E77/

問合わせ先 0570-00-3311

ハードディスクレコーダー

興味のあるジャンルを指定しておくと、CoCoonが自動
的に録画しておいてくれる「おすすめ・まる録機能」の
画面。

専用コンテンツ「カモン！マイキャスター」、外出先から
の録画予約などと連携する。

テレビが大好きで、おもしろそうな番組

を見逃すと悔しくてしかたない、という

人にはピッタリの製品だ。ただ、DVD-R

ドライブなどはないので「録画した番組

は残しておきたい」という人にはあまり

向いていない。

オススメ度
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ICレコーダーで定評があるオリンパスの最新機

種「Voice-Trek W-1」は、30万画素のデジタル

カメラを搭載し、録音しながら同時に画像を記

録できる。デジタルカメラ付きのICレコーダー

は、これまでにもアイワの「IC-DP200」などがあ

ったが、音声と静止画を同時に録音や再生、表

示の連携機能が付いた機種は初めてだろう。

ICレコーダーは、会議や講演、商談、インタビュ

ーなどで利用するほかにも、メモ代わりにこまめ

に録音している人もいると思う。しかし、録音し

た件数が増えてくると、各録音ファイルが何を

録音したものかわからなくなることはないだろう

か。W-1は、録音した音声ファイルに撮影した

画像がリンクされるので、誰の発言を録音した

のかが画像を見れば一目瞭然。画像を音声フ

ァイルのインデックスとして使えるわけだ。また、

録音中は1ファイルに50枚まで撮影できる。

音声は本体のスピーカーで聞けるが、液晶モニ

ターは付いていない。このため、「音声と画像の

リンク・インデックス機能」を使うには、付属

USBケーブルでPCと本体を接続し、音声ファ

イルと画像ファイルを管理して活用するための

専用ソフトウェア「OLYMPUS Voice Album」

でデータを転送しなければならない。Voice

Albumで音声ファイルを再生すると、撮影した

時間に合わせて自動で画像が表示される。全

画面で画像を表示させながら音声を再生する

「音声付きスライドショー」も可能だ。こうした再

生機能は、何人も登壇者が変わる講演を録音

しているときに、各登壇者を撮影しておけば誰

がどの発言をしたのかがわかるので非常に便利

だ。再生は音声ファイルをダブルクリックしても、

リンクされた画像ファイルをダブルクリックして

もできる。画像ファイルのリンク位置を変更す

ることもマウスで簡単に行えた。

また、リンクできる画像はなにもW-1で撮影し

た画像に限らない。ほかのデジタルカメラで撮

影した画像など、JPEGかBMPの形式ならば音

声ファイルにリンクさせられる。その逆に、画像

ファイルに後からW-1で録音した音声ファイル

をリンクさせることもできた。リンクさせたファイ

ルはAVI形式に変換して、ウィンドウズメディア

プレイヤーで再生できる。

W-1で録音した音声ファイルは、歴代のVoice

Trekと違ってオリンパス独自の高圧縮高音質フ

ァイル形式であるDSS形式を採用せずに、汎

用性を重視してWAVE形式を採用している。開

発ではMP3形式も考えたが、そうすると高速の

信号処理プロセッサーが必要になり、ライセン

ス料も別途かかるなど、コスト的に想定した価

格帯に収まらないと判断したために採用しなか

ったと言う。さらに、最近のICレコーダーの多く

はUSBストレージクラスに対応しており、PCと

接続すれば外部記憶装置として認識されるが、

このW-1は対応していない。W-1をPCに接続

してマイク代わりにして、保存済みの画像に音

声コメントを録音するというVoice Albumの機

能が実現できなくなるために対応しなかった。

残念な点は、撮影で失敗することが多いことだ。

撮影はボタンを半押しして撮影ランプが緑色に

なったら全押しするのだが、明るさの自動補正な

どが決まらずになかなか緑色にならずに「ここぞ」

というチャンスを何度も逃してしまった。

録音しながら写真が撮れる！
再生すれば撮った写真が自動
で表示されるICレコーダー

Voice-Trek W-1

発売元 オリンパス光学工業株式会社
発売日／価格 11月15日／2万8,000円
サイズ／重量 119.5（W）×29.5（H）×19.5（H）mm／70g（電池含む）
記録媒体 内蔵型32Mバイトフラッシュメモリー
撮像素子 1/4インチVGA C-MOSイメージセンサー30万画素
記録方式 音声ADPCM形式（WAVE準拠）、画像JPEG（DCF準拠）
録音時間 HQモード約1時間31分、SPモード約2時間17分、LPモード約6時

間4分（写真撮影なしの場合）
記録画像 640×480ピクセル、最大記録コマ数250枚
アルカリ電池持続時間 音声録音約24時間、画像撮影約5000枚以上
参考URL www.olympus.co.jp/LineUp/VTREK/W1/

問い合わせ先 オリンパスカスタマーサポートセンター　0120-084215

ICレコーダー

専用ソフトウェア「OLYMPUS Voice Album」。音
声を再生すると、撮影した時間に画像が自動的に表
示される。

長時間モードでの録音ではノイズが入る。

また、手ぶれなどで撮影に失敗すること

も多いが、単におまけとしてカメラを搭

載しなかったことは評価できる。
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『携帯マスター9』は、携帯電話とパソコンのあ

いだでさまざまなデータのやり取りをできるよ

うにする携帯電話ユーティリティーソフトだ。携

帯電話のメモリーダイアルをパソコンにバック

アップしたり、『Outlook Express』や『筆まめ』

などのソフトで作成したデータをインポートし

たりできる「メモリダイアル・マスター」や、送

受信したメールのバックアップができる「メー

ル・マスター」、待ち受け画面を作成できる「ス

クリーン・マスター」など11の機能がある。す

でに同様のソフトは数多く出ているが、そのな

かでも『携帯マスター9』は、iショットや写メー

ル、フォトメールなどの画像をパソコン上で管

理できる「アルバム・マスター」など画像関連の

機能や、着信メロディーを作成する「メロディ・

マスター」など音関連の機能を豊富に持ってい

るのが特徴だ。これらの機能を組み合わせれ

ば、iショットや写メール、フォトメールで届いた

画像をパソコン上で管理し、それを印刷したり、

使っている携帯電話端末に合わせた待ち受け

画面に加工したりすることも可能だ。

しかし、このソフトを利用して実際にこれらの

作業をしてみると、これがなかなか面倒だ。と

いうのも、「アルバム・マスター」のほか、メモリ

ダイアル管理やメール管理、着信メロディー作

成など数多くの機能は揃っているのだが、それ

がすべて「○○・マスター」というコンポーネン

トに小分けされてしまっており、どの機能がど

の「○○・マスター」に収められているのか、そ

してそれらをどのように連携させていけばいい

のかがわかりにくい。今回、iショットで送られ

てきた画像をパソコンに取り込み、待ち受け

画面用に編集して携帯電話端末に送信すると

いう一連の動作をしてみたのだが、①「メール・

マスター」でメールを取り込み、②「アルバム・

マスター」で画像を管理し、③「スクリーン・マ

スター」で編集して携帯電話に画像を送信す

る、と3つものコンポーネントを順番に立ち上

げて使わなくてはならなかった。しかも、キャリ

アや機種によっては独自の方法が必要になる。

このような複雑な操作体系では、初めて使うユ

ーザーは、マニュアルを熟読しないかぎり、ラ

ンチャーに並んだ11個ものコンポーネントの

うち、一体どれを起動させればいいのかさえも

わからないだろう。

コンポーネントひとつひとつを見れば、専用ソ

フトならではの使い勝手を提供しているものも

多い。「スクリーン・マスター」を使って待ち受

け画面を作ってみたのだが、自分の端末に実

際どのように写るのかがプレビューできるた

め、普通の画像処理ソフトを使うよりもずっと

簡単に作成できた。それだけに、初めてのユー

ザーにとってやたらと高い敷居がもったいなく

思える。 （編集部）

iショットや写メールの
画像を取り込んで管理できる
携帯電話ユーティリティー

携帯マスター9

発売元 株式会社ジャングル
発売日 12月6日
価格 充電機能付USBケーブル版 NTTドコモ、Jフォン、ツーカー用 9,800円／USB

ケーブル版 NTTドコモ、Jフォン、ツーカー用 6,980円／シリアルケーブル版
NTTドコモ、Jフォン、ツーカー用 3,980円／USBケーブル版 for au au版 6,980円
アップグレード版（旧バージョンユーザー向け）3,800円

対応OS ウィンドウズ98/2000/Me/XP
必要動作環境 CPU：Pentium300MHz以上／メモリー：32MB以上（64MB以上推奨。XPの場

合は128M以上）／ハードディスク：空き容量100MB以上
参考URL www.junglejapan.com/ktai/

問い合わせ先 ホームページ問い合わせフォーム
www.junglejapan.com/ktai/ktaiform.html

携帯電話ソフト

パソコンに取り込んだ画像をサムネイルで管理できる
「アルバム・マスター」。しかし、この機能だけでは、携帯
電話からの画像の取り込みはできない。

12ものボタンが並ぶランチャー。機能豊富に見える反
面、どれを使えばいいのかわかりにくい。

待ち受け画面や着メロを作成できるた

め、ケータイを自分好みにカスタマイズ

するのに便利。ただ、複雑すぎて使いこ

なすまでが大変。
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